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年
間
３
億
円
の
補
助
金
と
貧
弱
な
中

小
企
業
政
策
と
の
整
合
性
は
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
抜
本
的
な
地
域

産
業
振
興
策
の
実
行
は
。地
域
経
済
・

雇
用
破
壊
が
本
質
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
反

対
の
姿
勢
を
明
確
に
示
す
べ
き
で
あ

る
。答 

企
業
立
地
促
進
奨
励
金
に
つ
い

て
は
Ｉ
Ｐ
Ｓ
ア
ル
フ
ァ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

か
ら
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
液
晶
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
地
位
の
承
継
が
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
本
年
度
か
ら
同
社
に
奨
励
金

を
交
付
す
る
。
同
社
の
操
業
が
も
た

ら
し
て
い
る
効
果
は
本
市
の
税
収
及

び
雇
用
の
確
保
は
も
と
よ
り
飲
食
店

や
宿
泊
施
設
の
利
用
者
が
増
加
す
る

な
ど
相
乗
効
果
も
あ
り
、
本
地
域
の

活
性
化
に
大
変
寄
与
し
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
産
業
振
興
策
の
一
環
と
し
た

助
成
制
度
の
小
規
模
工
事
登
録
制
度

に
つ
い
て
は
、
全
国
で
４
０
０
余
り
、

県
内
で
も
17
市
町
村
が
登
録
制
度
を

実
施
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
は

現
在
、
登
録
制
度
は
実
施
し
て
い
な

い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
発
生
す

る
小
規
模
な
工
事
や
修
繕
な
ど
で
き

る
だ
け
地
元
業
者
に
受
注
の
機
会
を

与
え
て
い
る
。
今
後
は
他
市
の
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
調
査
・
研
究
し
て

い
き
た
い
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
今
後
の
我
が

国
の
産
業
・
経
済
に
と
っ
て
大
変
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
政
府
に
お
い
て

も
、
内
閣
府
と
経
済
産
業
省
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
参
加
に
よ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加

や
雇
用
の
拡
大
等
の
メ
リ
ッ
ト
、
農

林
水
産
省
に
お
い
て
は
農
業
者
の
廃

業
や
雇
用
が
失
わ
れ
る
等
の
デ
メ

リ
ッ
ト
を
唱
え
意
見
が
二
分
し
て
い

る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
参
加
し
た
場
合
、
実

際
に
ど
の
よ
う
な
利
益
あ
る
い
は
不

利
益
に
な
る
か
不
確
定
で
は
あ
る
が
、

現
在
、
国
で
検
討
さ
れ
て
い
る
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
影
響
が

で
な
い
よ
う
な
有
効
な
方
策
が
示
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

化
の
促
進
、
各
予
防
接
種
の
予
算
化

等
で
前
進
が
あ
る
一
方
、
債
務
負
担

償
還
へ
13
億
円
は
突
出
し
た
予
算
で

あ
る
。
経
済
状
況
に
応
じ
た
返
済
計

画
へ
と
見
直
し
、
住
民
福
祉
増
進
へ

財
政
運
営
を
切
り
替
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答 

本
市
の
財
政
運
営
上
の
最
重
要

課
題
は
財
政
の
健
全
化
で
あ
り
、
特

に
債
務
負
担
行
為
の
縮
減
は
財
政
健

全
化
に
向
け
た
最
優
先
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
企
業
に
対
す
る
奨
励
金
の
交

付
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
基
づ
い
た

支
出
で
あ
り
、
誘
致
に
よ
る
効
果
も

表
れ
て
い
る
。
平
成
23
年
度
予
算
に

お
い
て
は
、
生
活
関
連
で
あ
る
維
持

補
修
事
業
費
を
一
定
の
水
準
は
確
保

す
べ
き
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、
増

額
し
た
予
算
配
分
と
し
、
十
分
と
は

言
え
な
い
が
、
市
民
生
活
を
考
慮
し

た
も
の
と
し
て
い
る
。
今
後
も
厳
し

い
財
政
状
況
は
続
く
が
、
財
政
健
全

化
を
主
眼
に
お
き
な
が
ら
、
同
時
に

生
活
関
連
に
も
目
を
向
け
た
財
政
運

営
を
図
っ
て
い
く
。

﹁
財
政
の
見
え
る
化
﹂
に
つ
い
て

田
丸
　
た
け
子
　
議
員

（
公
明
党
）

問 

東
京
都
は﹁
財
政
の
見
え
る
化
﹂

（
複
式
簿
記
導
入
）
を
し
て
﹁
財
政

再
建
﹂
の
成
功
を
収
め
た
。
市
民
に

分
か
り
や
す
い
行
政
運
営
と
更
な
る

財
政
健
全
化
に
取
組
む
た
め
に
東
京

都
方
式
の
複
式
簿
記
ソ
フ
ト
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
調
査
検
討
さ
れ
て
は
ど

う
か
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

新
地
方
公
会
計
制
度
に
は
基
準

モ
デ
ル
と
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル

が
あ
る
が
、
本
市
が
導
入
し
て
い
る

総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
は
決
算
統

計
の
数
字
を
組
み
替
え
て
財
務
諸
表

を
作
る
方
式
で
簡
易
に
作
成
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
か
し
、
公
有

財
産
に
つ
い
て
の
正
確
な
評
価
が
で

き
な
い
こ
と
や
資
産
の
増
減
を
完
全

に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
総
務

省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
で
は
限
界
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、
東

京
都
・
大
阪
府
方
式
に
つ
い
て
は
、

複
式
簿
記
・
発
生
主
義
会
計
と
い
う

民
間
会
計
の
考
え
方
を
加
味
し
た
独

自
の
も
の
で
、
資
産
状
況
や
将
来
負

担
を
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が

地
域
産
業
・
経
済
振
興
と

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て

飯
尾
　
暁
　
議
員

（
日
本
共
産
党
茂
原
市
議
団
）

問 

多
く
の
税
金
を
投
入
し
た
企
業

誘
致
が
各
地
で
破
綻
。
特
定
企
業
に

声
か
け
を
行
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
と
と
も
に
、
新
規
採
用
職

員
に
対
し
て
も
研
修
時
に
市
長
講
話

の
時
間
を
設
け
、
ト
ッ
プ
と
し
て
の

考
え
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
い
る
。
就
任
以
来
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
は
職
員

研
修
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
は
あ
る
が
、

研
修
予
算
の
増
額
に
努
め
、
職
員
の

意
欲
向
上
、
能
力
開
発
を
念
頭
に
置

い
て
き
た
。
今
後
も
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
職
員
の
や
る
気
を
引
き
出
す

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

財
政
運
営
に
つ
い
て

平
　
ゆ
き
子
　
議
員

（
日
本
共
産
党
茂
原
市
議
団
）

問 

市
民
の
暮
ら
し
が
困
窮
を
極
め

る
中
、
本
市
の
来
年
度
予
算
は
耐
震

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
自
治
体
労
働
の
職
場
状
況
に
つ
い
て

・
国
保
の
改
善
と
広
域
化
の
問
題
点
に
つ
い

て
・
教
育
の
場
で
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
含
め
た
民
営
化

問
題
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
環
境
問
題
に
つ
い
て

・
道
路
行
政
に
つ
い
て

・
安
全
安
心
な
街
づ
く
り
に
つ
い
て

・
治
水
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
教
育
・
福
祉
行
政
に
つ
い
て

・
健
康
診
査
に
つ
い
て

・
地
デ
ジ
対
策
に
つ
い
て
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で
き
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
し

か
し
、
東
京
都
・
大
阪
府
方
式
は
国

の
基
準
モ
デ
ル
と
異
な
る
独
自
の
も

の
で
あ
り
、
各
市
の
財
政
状
況
等
を

比
較
す
る
上
で
は
い
ず
れ
全
国
統
一

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　
複
式
簿
記
・
発
生
主
義
に
基
づ
き

財
務
書
類
を
整
備
す
る
こ
と
は
正
確

な
行
政
コ
ス
ト
の
把
握
や
資
産
、
負

債
の
一
覧
的
な
把
握
、
連
結
ベ
ー
ス

に
よ
る
財
務
状
況
が
把
握
で
き
る
こ

と
な
ど
、
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は

有
効
な
方
法
と
認
識
し
て
い
る
。
国

の
示
す
基
準
モ
デ
ル
は
こ
れ
を
前
提

と
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
将
来
的

に
は
基
準
モ
デ
ル
に
移
行
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
現
在
補
強
設

計
を
実
施
し
て
い
る
小
学
校
屋
内
運

動
場
４
棟
、
中
学
校
校
舎
１
棟
、
幼

稚
園
園
舎
１
棟
の
耐
震
補
強
工
事
に

つ
い
て
は
22
年
度
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
く
。
こ
の
６
棟
を
加
え
、
学

校
施
設
の
耐
震
化
率
は
61
％
と
な
る
。

今
後
も
耐
震
化
の
促
進
に
努
め
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学

校
施
設
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

　
公
共
施
設
は
災
害
時
に
救
護
を
必

要
と
す
る
子
供
や
病
人
な
ど
が
利
用

す
る
施
設
で
あ
り
、
避
難
、
救
護
拠

点
、
防
災
拠
点
と
な
る
も
の
が
含
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
耐
震
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
現
在
、
茂
原
市
耐
震
改

修
促
進
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、
本

年
３
月
ま
で
に
完
成
す
る
予
定
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
56
年
５
月

以
前
の
旧
構
造
基
準
で
設
計
さ
れ
た

不
特
定
多
数
の
人
が
使
用
す
る
福
祉

施
設
や
文
教
施
設
を
優
先
し
、
地
震

に
対
す
る
安
全
性
を
検
証
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

市
民
の
健
康
へ
の
取
組
みに

つ
い
て

加
賀
田
　
隆
志
　
議
員

（
公
明
党
）

問 

が
ん
検
診
率
向
上
の
た
め
、
平

成
23
年
度
か
ら
働
く
世
代
に
大
腸
が

ん
検
診
キ
ッ
ト
を
送
付
す
る
事
業
が

組
ま
れ
た
。
国
で
は
検
診
率
50
％
と

い
う
高
い
目
標
も
あ
る
が
、
市
で
は

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
近
年

多
種
と
な
っ
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
接

種
漏
れ
や
ミ
ス
を
防
ぐ
た
め
、
接
種

計
画
等
の
策
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

平
成
22
年
度
の
が
ん
検
診
受
診

率
に
つ
い
て
は
、
子
宮
が
ん
検
診
、

乳
が
ん
検
診
は
毎
年
増
加
し
、
他
は

お
お
む
ね
横
ば
い
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
平
成
20

年
度
ま
で
の
全
国
の
受
診
率
と
比
較

す
る
と
、
本
市
の
が
ん
検
診
受
診
率

は
い
ず
れ
も
全
国
を
上
回
っ
て
い
る
。

が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
に
お
い
て

は
、
平
成
23
年
度
ま
で
に
が
ん
検
診

受
診
率
を
50
％
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
お
り
、
市
と
し
て
も
受
診
率

の
向
上
は
対
象
者
へ
の
意
識
啓
発
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
様
々

な
媒
体
を
利
用
し
て
周
知
を
図
る
ほ

か
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事

業
や
新
た
に
働
く
世
代
へ
の
大
腸
が

ん
検
診
推
進
事
業
を
実
施
し
、
が
ん

検
診
に
対
す
る
意
識
啓
発
や
受
診
勧

奨
な
ど
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
予
防
接
種
は
予
防
接
種
法
に
基
づ

学
校
・
公
共
施
設
等
の
耐
震
化

に
つ
い
て

腰
川
　
日
出
夫
　
議
員

（
も
ば
ら
21
）

問 

大
規
模
地
震
に
よ
る
建
物
倒
壊

の
危
険
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
現

在
市
で
は
学
校
を
中
心
に
耐
震
化
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
工
事
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
、
又
学
校
以

外
の
公
共
施
設
及
び
一
般
住
宅
の
耐

震
化
に
つ
い
て
の
認
識
と
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
係
る
校

舎
等
は
全
体
で
84
棟
あ
り
、
そ
の
う

ち
耐
震
診
断
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
古
い
耐
震
基
準
等
の
学
校
施

設
は
小
中
学
校
で
46
棟
、
幼
稚
園
で

３
棟
の
合
計
49
棟
で
あ
る
。
耐
震
診

断
等
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
平

成
７
年
度
に
豊
岡
小
学
校
校
舎
２
棟
、

平
成
10
年
度
に
茂
原
小
学
校
校
舎
２

棟
、
平
成
19
年
度
に
東
中
学
校
屋
内

運
動
場
を
含
め
た
８
棟
、
平
成
20
年

度
に
東
郷
小
学
校
を
含
め
た
６
棟
、

平
成
22
年
度
に
二
宮
小
学
校
校
舎
を

含
め
た
15
棟
の
計
33
棟
を
実
施
し
た
。

　
耐
震
化
工
事
は
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
耐
震
診
断
の
結
果
に
よ
り
、

平
成
11
年
度
に
は
茂
原
小
学
校
校
舎

２
棟
の
補
強
工
事
を
実
施
し
、
平
成

21
年
度
に
は
Is
値
０
・
３
未
満
、
震

度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に

倒
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
建
物
と
判

定
さ
れ
た
東
中
学
校
、
茂
原
中
学
校

屋
内
運
動
場
の
改
築
工
事
を
実
施
し

た
。
同
じ
く
危
険
性
の
高
い
建
物
と

さ
れ
た
萩
原
小
学
校
普
通
教
室
棟
の

改
築
工
事
、
本
納
中
学
校
管
理
教
室

棟
の
耐
震
補
強
工
事
は
今
年
度
完
了

し
た
。
ま
た
、
今
年
度
実
施
し
た
耐

震
診
断
に
よ
り
Is
値
０
・
３
未
満
で

く
定
期
接
種
に
加
え
、
本
年
２
月
１

日
よ
り
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
開
始
さ

れ
、
種
類
も
増
加
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
現
在
、
保
護
者
の
参
考

と
な
る
よ
う
子
ど
も
の
誕
生
月
ご
と

に
標
準
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
費
用

に
つ
い
て
が
わ
か
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
出
生
届
等
の
手
続
き
の

際
に
配
布
し
て
い
る
。
今
後
も
予
防

接
種
に
関
す
る
情
報
提
供
等
に
つ
い

て
は
十
分
に
周
知
さ
れ
る
よ
う
行
っ

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
電
磁
波
と
健
康
に
つ
い
て

・
日
本
脳
炎
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

・
慢
性
疾
患
の
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て

・
茂
原
市
民
以
外
の
図
書
貸
出
禁
止
に
つ
い

て

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

・
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

・
健
康
福
祉
行
政
に
つ
い
て

・
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て




